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一　般　演　題

1．局所脳血流SPECT用コリメータシステムの改良と

　その性能評価
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　リング型シングルフォトンエミッションCT（SPECT：

HEADTOME）によるXe－133吸入法rCBF像の空間分

解能の向上を目的に新しいコリメータシステムを作成し

た．ターボファン型コリメータの羽根の長さと間隔は，

Xe－133の実際の使用量（1，850　MBq：50　mCi）を考慮し，

従来の高感度型の60％を目標に設計した．一方，分解

能は，検出器自体の大きさによっても制限されるので，

これをカバーするため，検出器を2分割する検出器リン

グの回転を加えていたが，一層の分解能向上を図るため

4分割回転法に改めた．

　実測の結果，感度は高感度型の63％であった．分解

能は20cmφ円筒フアントム中心のXe－133線線源での

FWHMは13．6　mmで，高感度型の23．8　mmと比べ大

幅に改善された．

3．飛行時間差型ポジトロンCTによる脳のイメージ

　　ング

　　　畑澤　　順　　松澤　大樹　　石井　慶造

　　　伊藤　正敏　　織原彦之丞

　　　　　　　　　　　（東北大・サイクロ，抗研放）

　消滅ガンマ線の飛行時間差情報を加えたポジトロン

CT（TOF－PET）を開発し，正常人の脳の撮像を行った．

装置の基本性能評価を含め報告する．

　本装置は，256個のバリウムフロライドのシンチレー

ターが1リングに配列されている．リングの直径は，

100cmで，全身の撮像が可能である．空間解像力は，

中心で断層面上65mm（wobbling），軸方向で9．O　mm

であった．感度は，4，054cps／μCi／mlであった．

　F・18FDG　8　mCiを静注し，30分後からOM線に平

行に撮像した．1断面10分で20－30万の真の同時計数

を得た．基底核，視床などの諸核や皮質灰白質へのFDG

の集積が撮像された，飛行時間差情報を加えることによ

り期待されるSN比の向上について考察した．

4．99mTc－DTPAによるGFR測定法の検肘

2．1－123・IMP肺洗い出し過程への喫煙の影響
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　健康な非喫煙，若年男性5名（23．8±5．5歳）と喫煙者

5名（37，8±7．3歳）を対象とし，1－123－IMPによる肺シ

ンチグラフィを施行し，その肺への初期分布および洗い

出し過程を比較検討した．方法は，1・123－IMP　3　mCiを

急速静注し，1frame／minで60分間データ収集を行い，

各pixelごとの時間放射能曲線をc（t）＝Ale－kit＋

A2e－k2tから成る2compartment　modelによD解析し，

各パラメータの機能図を作成した．その結果，喫煙者群

では，非喫煙者群に比してA1およびk2は有意に低値

であリ，各機能図において異常パターンが示されたこと

より，喫煙が肺アミン代謝に影響を与えると考えられた．
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99mTc－DTPA腎摂取率からの糸球体濾過率（GFR）の

算出において，腎の深さによる吸収補正はTonnesenら

の式と日本人用に計算された伊藤らの式を用いた．また，

腎摂取率は99mTc－DTPA投与後1～2分値と2～3分値

とを用いた．以上，4種の条件で算出されたGFRのう

ちTonnesenらの式を用い，2～3分の腎摂取率を用いた

場合がCcrと最も良い相関（r＝0．838）を示した．腎摂

取率から得られたGFRはレノグラムパターン別では正

常型で45土13m1／min，遅延型では46士12　m1／min，機

能低下型では28±二8　ml／min，無機能型では9±5　m1／min，

閉塞型では39土11ml，tminであった．機能低下型と無

機能型は正常型と有意差がみられた．以上，99mTc－

DTPA腎摂取率から得られたGFRは，腎機能評価に

おいて参考になろ指標と考えられた．
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